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中山間地域における自動運転サービス 内閣府(科技イノベ)
国交省

「道の駅」等を拠点とした自動運転サービスの２０２０年までの社会実装を目指す
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ニュータウンにおける自動運転移動サービス実証 内閣府(科技イノベ)
国交省

 昭和40年代から50年代に大量に供給されたニュータウンにおける公共交通ネットワークへの自動運転
サービスの社会実装に向けて、実証調査等を行い、自動運転を活用した公共交通サービスの導入に向
けた課題の整理を行う

目的

ニュータウンで求められる公共交通サービスイメージ

実験実施地区

②兵庫県三木市 緑が丘・青山地区
（緑が丘ネオポリス・松が丘ネオポリス）

○実験期間
2019年2月17日～2月22日

○運行方式
定ルート、デマンド方式

○走行延長
2.6km

①東京都多摩市 諏訪・永山団地
（多摩ニュータウン）

○実験期間
2019年2月18日～2月24日

○運行方式
定ルート、デマンド方式

○走行延長
1.4km

①地域の高齢化が進展
・限られた年齢構成の世代の人々が開発当初に一斉入居
・平成に入ってから入居者の子供世代等の転出等により、人口が減少

②急勾配が多い丘陵地での立地や、立体的な歩車分離が実施されてい
ることが多い。

高齢化に伴い、徒歩による上下移動や、自家用車運転の困難化
等が進むため移動手段確保が大きな課題

ニュータウンの特徴・課題

･歩行者や一般車(駐停車車両含む)との混在空間において、手動介入が発生。
･既存のバスとの乗継ぎを含む、短距離の公共交通サービスに一定のニーズ
を確認。一方で、住民の移動ニーズに対応したルート・車両の選定に課題。

ニーズを踏まえ、ラストマイルのアクセスを重視したルート・車両の整理・検証
を通じて、ニュータウンにおける自動運転技術の活用の検討を進める。

実験の結果と今後の取組み






